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山の槌物食ベ歩記

• 1  :);: 
.: l，加、

グケモミやシラピソの香に包まれすすJt - リの声に迎! ス ミ レ
えられ' ; c 、幾年も積り積った落葉を踏んで針葉樹林帯! 山路来て何やらゆかL 張草
を行くと、樹々の葉を透く真夏の光に、小人の提灯の| 春の野にすみれ摘みにと来L 我は
ような小さな赤い突を沢山ぶら下げたタケシマラ y が | 野をなつかL み一夜寝にける 赤入
あるし、甲州、i葡萄のよ号に白粉を被ったサシカョウの| こんな風流なスミレを食うとは、・如何にも無風流に思
笑もある。またハルゼミの鳴く頃京都の山々や比良山 1 ; われようが、花をサラダに添えても面白し懐石料理
などに行けぼ、上品な甘さのイワナシの突がある。そ| の波物に浮かL ても趣きがあろう。或時客に! 除の段物
れら深山の植物の突を引にすると、しみじみと山気が| にスれて出L たら大変感心された事がある。
身に浸み透る。そう L た山の味こそ訟の醍蹴球であ| ナワシロイチゴとクサイチゴ
る。以下毛怠4の長L
力 4タ= ク リ | く取つて食Pぺミるカ巧? 、私は青森県の蒼前平〈ソウゼy タ
大阪山草倶楽部の創始者故T氏に或時カタグ p を梅 iイ)-とE馬号の放牧で有名な三= 木伝木平〈サ y ボνギタイ〉

. 酢に漬けたのを出L たら、奇麗な花の開くカタグロを| ほど多くある処を他に見た認がない。ぞザイチゴはす，
こんなにL て食べるのは勿体ない事だと云われた事が '1 ワシロイチゴより美味L 、が沢山密集L てあるのに遭遇
ある。いかにもその花の色を思う時、尤もな事でらる| した惑がなし、。
がぷが子供の時郷旦では、 O i'iiJのごi5ftJ;或(青森県 lと岩手 1=ガイーチゴとクマイチゴ。
県の県境〉に行くと、関東以西でレy グソウが聞の中 l ニガイチゴもグマイチd も六甲にある 0 ・t ガイチゴ
ー函に咲いているように咲いていて、春には年々沢山| と去っても苦い事もない、どちらもそろ沢山密集して
摘んで花束を作ったりして遊んだものである。また本 1 : 生えでいるのを見た事がない。
物の片栗粉を造ったり、そのまま食べたりする事にも| モミジイチゴ 、

節目れているので別に勿体無いなどとは恩わない己カタ| 梅雨の隠れ問、青葉の番号山道、時鳥の声も折h 開

もくずれる恐れがある。あの白い鱗茎撒く梁った| りと溶けて喰をとっ七行く時の美味去、廷に天の成せ
有機は誠に奇麗で、叉綜〈チマキ〉の様な形も面白い o 1 る美果でおるが、あまり潰れ易し、のカ穆Iである。これ
牧野博士も私のカタグリ漬けを食べられて牧野縞物随! でj聞を醸せぼ真に琉拍色の美酒が出来る。
築に「チヨット珍L いれな食品と恩われた」と書い| 温泉の客の摘む木惑の卵白色 、
て淫られる。奨もひたL物にL て食べるが少 L えぐ| シ オ デ
ーいo 近くでは金剛山、洛北の大原の奥古知谷〈コチグ| シオデは当地方にはあまりないが、洛北の芹生〈セ
心、伊吹山、岐阜県のギフチョウの名産駒郡タ I1).，J-) 1併は採った事がある o 瀞の時ひたL物i乙L
d ミ〉などに多いo て食べる、秋聞では春田舎から売りに来点。
シユシラシ 1 タムシバ
シユシラ y の花潰は近頃あまり珍L ¥，、ものではく、 1  ' 白井光太郎博士は葉に人のタムシの様な斑点を生ず

旅館や籾理屋でも桜の花漬同様にL て出す事がある。， 1 るからタムシメと去ろとその語原を説明された事があ
春山の趨きが漂うて中身風情がある o $-'ュ y ラy の花| るが、処によっては小児が比葉をかんでいるのでタム
涜を作るには、重曹安スれた湯をざづと適L てから、 : シバは強む柴の意ではないかとかねて考えていた処、
塩をよく利かL て漬ける。永く貯えるには密封して置| 牧野博士も突際園芸26巻 2 号に「カムシパの方が本当
〈惑が肝要である、叉聞きかけの花を茄でて食べるの 1 : かも知れんと思わざるを得ない感じがする」と響いて
も美味いL 、薄く衣を掛けたう庭裁羅、蛤などにあしら| 居られる 0，役の行者や叡山の僧兵などが岩角を踏み鳴
った段物などjらよい。保L 中国で王者杏と呼んで嘆賞| らL て歩いた普にはキャラメルや氷砂糖カ鞠かったか
するシュγランを食べるのは大邪道でがなあろう。 1 らこんなものでもI強みながら歩いたであろう。一寸
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ロ戸シヨンの味がする。
イワギポウシ -J ¥  
かつて伊吹山滋対山館の館主故 S . T氏にイワギポ
ウシの葉柄の漬物を御勘定になった事がある。充の方
の弱喫色もよかったL 、サキサキして歯切れもよく中
身オツなものでるった。伊吹山と云ろと大の酒好きで
あったT さんとイワギボウシの漬物を思し、出す。
アケビ祭
神戸山草会の S さんは、毎春アケビの新芽とプジの

‘芽とを摘んで、蒸して乾燥しアケビ茶を作って居る
が中身結! 誌である。使用する時妙って用いる。玄米の
妙ったのを加えれば猶結摘である。アケピの突を食べ
る事は去わずもがなの事であるぶこれはミ Y メアケピ
が一番甘いよろである。
ツツジの花

、
の聞に生ずるが上高地の国代池の縁の機な湿地にも生

では僅々 13cm以下である。花は主主状で緑白包である.-..， 
からあまり目立たないが、果実は直径1 .5cmもらり、
雪白色で 8 月の下旬に高山に登るとまことに美u . 、。
この果実は他の多くの果実と呉り子房の成熟したもの
でなく、苓の成長L て多肉となった仮果である。シラ
タマノ王子の突は甘味ではあるがウイ γ タ戸グリ戸 y ・
オイルと去ろ揮発性の油を含んでいるので、人によっ
ては嫌いな人もまちる。米国人は多くこの否ー気を好み北
米やカナダに産する同属の一種からこの泊を取り、チ
ユ F イy ガムや奴: 歯磨に混7¥して香気を付けるそろで
ある。 、
コケモモ
秦の始皇帝の命を受けて我治活様山に不老司% の霊

薬を求めに来たと云ろ徐福の目的物は富士山に産する
咲く境、メジロやウグイスの噂りを聞きながら歩〈叫I I  = t ; rそよそであったとvX富士山に残る伝説でらる五戦前
路は誠に楽しい。道h それらのツ Y ジの花を口tこする| 御殴場や大宮( 今の富士の宮〉ではハマナシ苧奨を売
とほのかな酸味が子供の時遊んだ山川の変を脳裏に匙| っていたが戦時中から戦後も長いこと出℃居なかった・
らせる。叉鮮緑のカワラヨモギの漢と共に衣をつけて| よろであるが昨年富士山に登ったら富士の宮駅の売脂
天数羅にすると、紅緑の取合せが突によく、' Y ' Y ジの| に出て居て懐しかった。松川二郎著「舌が旅する」の
花をサラ〆に7 ¥ れても美しし沿勿論I / Y ゲY ツジは有
毒だからいけない。
イワナシ
昭和11年 6 月14目、江川i武奈山に牧野博士指導の採

集会があった。其の時はハルゼミが宇7 _ y と鳴いて居
たL 、了皮イワナシもよく熟れていたので心ゆくばか
り球った。方丈記の「或はツバナを抜きイワナシを採
る」の一節がふと頭に浮んだ。鴨長明もハルゼミを聞
きながらイワナy を摘んだであろろ。業の日東道のH
氏が「土地ではハルゼミが鳴< : e イワナシ;b.熟れる1 : :
去っています」と諮られた。こんな美味し、果物は他に
無い。せめて小さな蜜柑位の大きさがあったら世界一

中にも「御殴場のハマナシも一寸美味いものの一つで
ある。訳では確か是から作った羊巽を売っていたと記
憶する。浜裂とは甚だ、その突に副わぬ名郡で、これ
は本名をコケモモと毛主し、海主主2000m内外の濯木滑に
自生する高山砲物でまちる。浅間の山上には殊にこれが
多く、浅間名物甘蕗梅は即ちこのヨグモモの果実から.
製L たもので忘る」。とあるハマナシとはその突にふ
さわL くないと;!Dるけれども、高山の砂地の海岸ら工
い所を浜と呼ぶのである。怠はまだ浅間名物甘潔梅と
去ろものは食べた事がないが、名物浅間葡萄とヨミ号櫨
詰を食べたことがある。これはクロマメノキの果実? で
あった o コケモモはJ¥甲間山で沢山採ってジャムに作

の珍果? とと云った人もらった。京都辺の山々にはなか! ったことがある。樺太ではプレ Y プと去って酒に醸
〆 l

なか多い。
/  シラタマノキ

真に白玉のよろなシラタマノキの突は高山にあって
は特異な果実だ。悲カ靭あてこの突を味わったのは、
大疋2年 8 月で酸ケ湯温泉を経告書L て居られたK 博士
の母堂に案内L て頂いて、八甲田山の植物を採集L た

る亜硫酸ガスの喋ろ中であった。シラタマノタは別名
オトヨイワハゼ、 y ログマノキー名手〆ロモノとも呼
ぶ。日光採品録には「アカグマノキに上じするに、葉微
L大1こて色淡く鋸趨あり、突は先数弁に分れて色白 L
H ・H ・」とある。背はアカモヅ即ちアカダマノキに対L
てシログマノキと云ったら L ¥，、。針葉喬木帯の中部か
ら潜水帯にかけて生ずるn 主として乾燥した小石や岩

L  、またプレツフ・餅を作る。
a ガシコウラ〉
碩学牧野博士も和名を岩高閲と書けど英意判明せず
と匙を投げて居られる。どうして蘭と云う名を付けた
か一向に合点が行かなし、。あの細カ丸、葉、 L 、かにも高
山崎物らu . 、言変態を忍は好む。下界でも割合によく育
つので盆栽にL て日々の眺るに供L ている。本草要E
に「イハモミ、ー名岩高閥、機の類にL てキャラボグ
に似て細にL て杜松の在日く、薬開つまり、花紫了花の
在日くにL て、淡紅の小輪、早春に聞く」とある。モミ
の類にしては奇抜だがイワモミと云号名はガY コウラ
y と呼ぶよりもふさわしいと思う。またコゲモミ、イ
' y キマイマイと云ろ別名もある。花は高止1" 0 は初夏の
頃に咲くので仲夏に登山したのでは見ることが出来な
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• 1 . . . ' 。色は深紅で個々の花は奨肢に生ずる極〈短い授の| べると疲れた者も元気が出てまた旅を続けられるから
上に単生L 、3枚の癒合L た鱗片状の琶で諺られ、 31 j;むと説いているが. そんな効があったら大 L たもの
枚の事片と同数の紅色の弁片がらる。雄芯も同じく 3 だ。漢方では木天葱と云い身体を温ある効があるとL
個で吊花糸は長く花外に突出L 、深紅で奇観である。 1 ているo 猪にマタタピと云って、普から著名な猫の大
我国の高山に生ずるものは品基地異株でるるカ司t坦やス| 好物で怠るが猫だけでなく、ライオνでもトデをもネ

付けるものが多く、雌雄副栄のものは少いとの事であ| タタピ酸を含む。長楕円形の竣果をツダメネ同様塩古
る。果実は熟すると甘酸ばくなる。樺太ではこれをコ| にL て食ぺる。一寸ほろ苦いがピ F ルの付出しなどに・
rrノミと亦L て食用にするそろであるが，スエ F テ、γ、 1

! 震はさっぱり見当らなし、。
ヤムに製Ltd) ，酒搬すと針。保L これを多食す| ノウゴイチゴ、シロバナノヘビイチゴ
ると、酔って頭痛を感ずるとの事である鵡も一度そ| ノウゴイチゴを初めて食べたのは大豆 2年、十和田
んな自にあって見度いものである。山殻界の長老ポ暮
理太郎氏が- I lIの憶出」に「初めて金峰山に登った時菌
のようにやわらかいふっくりした青いガY コウ予νや
コケモモの中に身を埋あて仰向肢に寝転んだまま、経
文を請する人声カ耳にA るまで、長い間空を見詰めて
考えに耽っていた。そL てこの時初b て泌々と山を味
うことを体得したのであった。と述懐L'!ご居る。訟も

湖のほとりであったo S ' 官メナノヘビイチゴの突はノノ
ウゴイチゴよりも大きい。これは本州中郊の高山に生
ずる特産種で陽地にも陰地にも生ずる。突は長楕円形'
で赤くすラユイグイチゴをノj、形tこしたようで香気も中身
よL、。
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シシウド、クロトウヒレシ
昭和26年 8 月 6. 7. .  8 日三日間穂高山箆のi関沢( カ

に近い結物である。
アカ Iモノ

キャベツなど、どっさり持って行って居た。重いのに
御苦労な事と思った。然L これらの樋物は採ってすぐ

，〆

アカモノー名イワハゼの突を初めて食べたのはy ラ 11:食ぺるとアグが強すぎるから採って一晩附近の雪解け
タマノキと同じ「白雪深く降りつもる八I f l 悶山の麓ば|| の流れに浸して食べた。槍ヶ岳を経て 8 月10日には商
ら」の雪中行寧で有名な八甲岡山〈今ではスキ戸でも|| 岳小屋の近くに天幕を張って、これらの植物を調理し
有名であるが〉であった。その後アカモ/ の突は方々|

| ていたら小屋に居たガイ Kが 2人出て来て、そんな草で食べたが、昭和10年の夏牧野ラ世色と岐阜から櫓il慢を|
越えて福井県に九る時大雨の尿路方、雨合羽の中から| が食えますかと不思議そうに見守って居て、籾理が出
何度も手を延ばして味わわずには居られなかった愈I宗| 来たら忍達にも味を見させて下さいと云って食ぺ、こ
の累々たるプカモノの丹果は思い出の種である。 1 れは中身美味い、今までこんな草が食ぺられる事は知
ツクパネ l ー | らなかったと語った。
持1+臨I彦山には羽子によく似た突のt ; . る寄隼植物71 ハマナス
ヂバネが多L 、。但馬の妙見山にもあるL 、丹波の山々| 訟の郷里には海岸にハマナスが多' 1 . . : 。方言をマイグ '  
にも、河内の金剛山にもある。この突がまだ緑色の時| マまたはハイ〆マと呼んでいる。この突を取ってよく
採って重習をスれた湯で一寸茄でて塩漬けにL たもの| ノj、猫にじゃれさしたものだ。また熱して赤く軟かくな
は形が羽子の様で面白い。少し殿粉を含んでいるが別! った時種をよく取って食べたものである。種を奇麗に
時球がどうのときミうわけではないけれども. 形が変つ| 取り出さないと細毛が口の中に残ヲ℃気持カ壊し、。ま
τいるので、山草のー鉢ニ鉢飾って左手に益でも持ち| た未熟なものを取って、よく中の種を出L 砂瀦をスれ
乍らこんなのを球うとまた一歩、である。牧野先生カ丸、| て煮ても食ぺた。
づか「趣味は無味なり」と云われたが、ツダメネの漬物| クマヤナギ
もその類であろ号。， 1  グマヤナギも郷旦にはなかなか多い。果実は緑色か
マタタピ 守 ¥ ら黄紅色となり、主義黙する。突を沢山集めて酒を造つ
。マタタ11の藷家は本事学者. 主張関玄遣が「この突を進ぜた惑もある。

-'257 



スノキ、ウスノキ、ナツハゼ Y プサ治執L たら知らL て下さいと依1演して置き. 通
ナヲハゼはよく生花に使われるので. 生花方面にも| 知がらったので、一緒に行って見たらーと房も無かつ
よ〈知られている。この突そ食ぺることも周知の事で| た。と去っても突はー房もなかったのではない房の軸
ある。スノキ、ウスノキの突を食べる惑も広く知られ| は扇っているのだから人が取ったのでない惑は明かで
ている通り。 Iある。 A 老ムはこれはカケスが食ったのです。カケス
ヤマボウシ | はアケピの笑やマ "yプサが大好きで見付けると仲間を
一名ヤマグワ学名の Cornus .Kousa の穫名問箱根| 呼んでまたたく聞に食いつく L て仕舞いますと説明し

. 地方の方言グサに基づくと云号。花はよく茶花に佼わ| た。洞}IIから大峰山に登る途中五代主張鐙剖尻附近でも
れるが近年は洋種も用いられる。洋種の方は紅色を務| 相当多く見掛けた。
びている。花弁の様に見える 4枚は総沓である。連合 | サルナシ
した下位子房は、球状の集果となり紅熟L たものは山| これも山地に生ずる落葉綴農の属物で、秋や L 球形
で時々食べる。
ヱビヅJレとサンカクヅル
エピヅlt はノエピとも云う。土屋文明の歌に
山の上は秋となりぬれ野えびの突の
酸きにも人を恋いもこそすれ

Z ピグlt の突は酸味が強いが. 一、二度霜に逢ろと甘
くなるが沢山食べると屡カ潔色になる。子供の時、父

の媛果が淡緑色に熟すれば、甘酸味で中身美味いが、
未熟なものを食べると口がいがらっぽくなる。サルナ

摩ではカヲコウ、信チlれき:r!'/プ、:r-O/カなどと呼ぶ、
「芸備今昔話」には「一つ食えば寿命が三年延びる」とあ
る。サルナシはサルの大好物だそうである。奥^ 脚11
の流域にはサルナシが多くこの地方ではネギョウと呼ー

に連れられてハY タケ取りに行くとおく z ピヅルが| び、その茎の太いものは土瓶敷にL て売っゼいた。そ
あって耳立ったものでるる。ヤマプドウは雌雄同株であ| の辺にはヤマブドウも多いが. サルナy の方が美味い
. るがエピグltは異株でるる。大手日本草に京にてイヌエ| ので、土地の子供達は殆どヤマプドウt工会ぺなし、との
ピ、西土にてカラミとある。更に蕗7t小hでカネプ、奄 1;事で、秋行った時ヤマブドウがどっきりなっているの
巽大島右はカネプと云ろそろである。サy カググltー| を見た。然L これは大正の姶るの話で今頃はどうか知
名ギヨウジヤノミズもエピヅルに似た突で食べられる
カト度に沢山食べた事がない。
ヤマブドウ
もヤマブドウの突は熊の好物である。キジやヤマドリ
も好む。昭和26年京大の演習林芦主主に行った時も、ヤ

らなし、。昭和15年夏大合ケ原山に登って大杉谷を下
り、挑木小屋に泊った時. その昼下にサルナシの突が
沢山なっていたが、 8 月の事でまだ熱L ていなかった
のは残念でらった。
ナルコユリ

. /  

マブドウが熱するとすヤジが出るので中身油断がなら| 漢名賀橋、和名をナルコユ日と云うのは、細長い風
ないとの話を開いた。芦生辺ではグマの事をすヤジと| 鈴状の花を、宛も鳴子を掛けた様に綴るからである。
去ろ o 他にもグマの事をすヤジと呼ぶ所が方々にあ| 眠惑の博物誌に昔寅帝が天老に「天地の生ずる処のも
る。ヤマプドウの皮は資芸屋浪の縄やカ γジキの緒、 | ので、食えば不老を得るものがあるか」との悶いに対
襲、関騨などにも作る、山人の大切な繊維でもらる。 I L、天老は「黄精という太陽の草があって、これを食
これで作った関鮮はブドウハハギと云L 、濡れても乾| えば長生L 得る。また鈎吻とし寸太陰の草がらって、
きがよく、雪の中を歩いても寒さが通らず、薮をくぐ| これを食つてはならぬ、口にスれれば直ちに死する」

/ っても丈夫でおり、多少の打撲にも堪えるので，仙や猟! と答えたとある。京車細目には「中を補レ気を益し、
、夫、炭焼などに愛用されるd 愁が最も多くこの突を見| 風湿を除き、五l肢を安んずる。久L く服すれば身を. 怪
たのは奥ス瀬川を遡って十和田湖に出た時である。 I くL 、天年を延べ、飢を感ぜぬJ とあり。また「玄労
マップサ ・ 七傷を補L 、心、肺を潤す、単服するには 9図蒸L 、、

9回曝Lて用いる。これを食すれば顔色の老衰を防
ピ、・マ Y プドウなどとヌぅ。青森県八戸地方でもマツ| ぎ、穀食を断ち得る」ともある。忍は 9回も繰返えず
ブドウとI呼ぶ。この突を食べるとやや絵の否、、がする| のは面倒だから煮るのを合、 ι固で止めた討結婚食べ
からでるる。この菱は山で薪を縛ったり炭俵の口おさ| られた。初b 鍋に水を^ れて置き、ナ凡コユロの根茎
えにL たれまるめて当てたりするL 、ζの議を風呂| を適当に切って入れ、煮え立ったら鍋を下る L. 根茎
に入れて焚くと身体が温まるといわれて、苦から山村| を取り出 V Cざっと乾かし、また共の煮汁の中に7¥れ
で薬湯とされている。数年前この突を沢山欲Lいと恩| て煮る、これを寵返えすこと 3、4 回に及ぶと根茎も
い摩耶山の山門前に薬草の肢を出 L ていたA 老人にマ‘ (p. 199 へ〉
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152 Raeta (Raetina) pel1icula (Reeve) 
ヤチヨノハテガイ

0153 Raeta(Raetellaps)puIchella (Adams et Reeve) 
チヨノハナガイ

154 Schizothaerus keenae Kurcda et Habe 
ミルグイ

155 Lutraria maxima J口nas オウトリガイ
156 Psammotaea elongata (Lamo，rck) マスホガイ
157 Soletellina (Soletel1ina) diphos (Linn品〉

ムラサキガイ
158 Solecurutus divaricatus (Lischke) 

169 Macoma (Psammacom日) awajiensis Soweby 
アザジチガイ

170 Macoma (Psammacoma) praerupta 
(Salisbury) 

アオサギガイ
171 Fabulina、nitidula (Dunker) サグラガイ
172 Jactel1ina (Laxoglypta) lauta (Gould) 

y ポp ザグラ

173 Solen gouldi Conrad マテガイ
174 Hiatella orientalis (Yokoyama) 

キヌマトイガイ

キヌタアゲマキ 175 Panope japonica A. Adams ナミガイ
159 Leptomya c町 idar凶 ormis Habe 176 Solidiωb山町y伽

コチョウシヤグシ グチベニガイ
0160 Theora(Endopleura)lubrica Gou1d  $ / ズグガイ: 0177 Varicobula yokoyamai Habe マメグチベミ
0161 Cadella delta (Yokoyama) グサビザグラ 178 Anisocorbula venusta (Go叫d) グチベニデ
0162 ArcopaOgia (Merisca) subtruncata (Hanley) 

ユウヒザグラ
163 Arcopagia (Quadrans) spincsa (Hanley) 

トゲウネガイ
164 Tellina (Pharaonella) consanguinea(Sowerby) 

179 M y a 仁Arenomya) japonica Jay オウノガイ
0180 Cryptomya busoensis Yokoyama ヒメマスホ
181 Barnね (Anchomasa) manilensis inornata 
Pilsbry ニオガイ

182 Barnea (Umitakea) japonica (Yokoyama) ベニガイ
ウミタヶ?0165 Macoma (Macoma) tokyoensis Makiyama 

ゴイサギガィ 183 Martesia striata (Linne) カモメガイモドキ

0166 Macoma (Macoma) anser Oyama 
サピシラトリ 1

167 Macoma (Macoma) incongrua (V. Martens) I  
ヒメシラトロ l  

0168 Macoma (Macoma) praetexta (V. Martens) ;  
オオモモノハ十 l

(p.258 泊、ら〉
汁もだんだん美味くなる。抱木子に抱凶歳には老人幼

x  x  x  

184 Tectus (Rochia) maximus (Philippi) 
サラサメテイ

185 Semisu1cospira lib巴rtina (Gα.ud) ヵサニナ
186 Corbicula japonica Prime ヤマト y ヅミ

(1953.9) 

置くと蝕くなる。醤油と砂糠で煮て食べると結構であ
者の代用食になり、それを米特と呼ぶ」とある。但L Iる。
樋突を忌むと去号、食するには初秋の頃がよい。刈米 ケシポナシ〈漠名作l相〉
博士の邦産薬用権物にも滋養強壮薬と出ている。
イヌガヤ
私は秋山でこの突を兎付けると一つごっ耳立って口に
する。甘い甘い味の中に素朴な山の風味が寵ってい
る。然L あまりにも樹脂くさいのが演であるつ一名ヘ
ポカ・ャと云うのは其仁が苦く、食べられなし、からであ
れまたヘダマと云うのは戚玉の意で其突の臭気によ
る。
ムカゴ
周知のヤマノイモの肉穿である。そろそろ陽ざしが

鈍くなり、あたりの樹の葉がほろほろと散る時、ヤマ
ノイモの菱を引けば、ふっくりと太ったムカゴ、が先ず
ぽろりとこぼれる。陽だまりには小鳥の地鳴きも聞え
る。そんな処でムカゴ、を噛むのは俳味津々たるものが
あるo ムカゴを耳立ってすぐ食べると数かくないが数日

初冬の頃甘味が付くと村童が採? て食ぺる。訟も子
供の時は食べたが、久しくこれを口にL ない。ヶγポ
ナシはデ Y ボナシ〈デーソボナシは願患のこと〉の怒認
であると云う。漢方ではこの突を煎じて溺毒を消L 、
n直吐を止めるに用いる。この果を誤って酒に授じ、或
は酒倉に7¥れると、酒を変敗させると言い伝え、醸造
家は甚だこれを忌むと云う。本主主嗣自にも rfn*f.は飽
く泊旅を敗る、若L其木を以て柱を為さば刻ち屋中の
酒皆薄L 、誤って一片を落u 酉聾中にスるれば沼化L
て水となる」とある。
フユイチゴ
高雄のそミジも色づく領、清滝附近を歩くと落葉の
中に、・冬日に紅く輝くブユイチゴの突を見出ずであろ
う。それを口に含み乍ら眺める清滝川は清〈、四方の
紅葉は美L い。
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